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シリコンバレー発、自動運転の衝撃：
「黒船造船所」でしか分からないペインポイント解消と

ユーザー価値の変化



本日の話

•自動運転のリアル

•イノベーションの力学の話

• フレーミングとディスラプション、業界の転換点

• 部分最適化と異なる大きな変化

• ユーザーの新しい価値観は事前にはわからない

•自動運転で変わる価値観

•どんなペインポイントを解消



まず、どこまで実現できているのか

•まず、どこまで自動運転が実現できているのかを共有します

•百聞は一見にしかず（絵）

•百聞は一験にしかず（リアル体験）

•百聞は一観にしかず（わかりやすい動画）

• ベストは体験していただくことですが、動画でも伝わることもある

• そもそもなぜここまで日本に情報が伝わっていないのか（感覚も伝わって

いないのか）



でも、動画の前にまずはクイズ
（日常生活でもう全く珍しくない自動運転の車）

•自動運転の車はどれでしょうか？
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•自動運転の車はどれでしょうか？

Googleの Waymo
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日常生活でもう全く珍しくない自動運転の車
•結構狭い道にも
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日常生活でもう全く珍しくない自動運転の車
•運転席は誰もいません！



日常生活でもう全く珍しくない自動運転の車
•隣に一台、もう子供達は見向きもしません



日常生活でもう全く珍しくない自動運転の車
•おっと、もう一台！



日常生活でもう全く珍しくない自動運転の車
•そし今度は試験運転中のWaymoの新車両



日常生活でもう全く珍しくない自動運転の車
• GeelyのZeekr改めOjai。。。中国製車両です



日常生活でもう全く珍しくない自動運転の車
•その他にも複数社のテスト車
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• Teslaの自動運転が劇的に進化しているのです

•今、出回っているほとんどのテスラは次にご覧になるクオリティー

の自動運転ができるようになってます

•でも無人自動運転ではなく、「有人自動運転」です

•これについて色々なことを紹介します。でもまずは動画の時間です

どういうことですか？ただのTeslaですよね



まずは動画数本で皆様の世界観を変えます



一般向けTeslaの自動運転が急にここまで進化

•リース価格300ドル台、月100ドルのサブスク

•（シリコンバレーの物価は日本の約3倍、月１万五千円の感覚）

• 3年連続で世界で最も売れた車種、（EVだけではなく自動車全体）



まず、日本に伝えるべき自動運転の現実
• Teslaのレベルアップ：駐車場のパーキングスポットから出発
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まず、日本に伝えるべき自動運転の現実
•道中の「赤信号右折」、車線選びなどは安定のFSD
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まず、日本に伝えるべき自動運転の現実
• Teslaのレベルアップ：チャージャー付きの駐車場で駐車



まず、日本に伝えるべき自動運転の現実



これが「有人」自動運転の姿
•この後、複数のディスカッションポイント

•「無人」自動運転に注意が行きがちですが「有人」自動運転も

ドライバーの様々なペインポイントを解決。この後、紹介しま

す。



自動運転の発展から学べるイノベーションの力学

• なぜ日本ではもっと早くできなかったのか？という問いへの答えにも

• （日本を外から見た日本目線）：日本は3分間隔で新幹線を走らせられ、関西空港

はオープン以降30年以上ロストバゲージが一点もないし、みんなロボットが好き

で自動車産業が強くて人手不足なのになぜ？！

• 既存事業者（一社単位）vs シリコンバレーエコシステム

• シリコンバレーエコシステムの力学（コンポーネントそれぞれ）

• アメリカ国内の複数の経済モデルが並行して共存

• アメリカ国内の政治的な対立が生む政策アービトラージのメリット

• 「ストーリー」の重要性と役割

• 異なる普及のメカニズムの仮説を間近で検証

• 競争の土俵を変えるとはどんなことか（プラットフォームなど）



イノベーションの力学：人間の活動を自動化へ
•櫛田著『アルゴリズム革命の衝撃』

•人間の活動をアルゴリズムでキャプチャーすることによって革命的に
変化。AIで加速

•技術の歴史上、人間の活動はどんどん右から左へ

完全自動   ハイブリッド   人間活動

高     中     下

生産性の変化



自動運転を理解するために必要な大原則
    ＝
イノベーションを起こす際に学ぶべき大原則

•日本企業がイノベーションを起こそうとすると「部分最適化」
の延長線ではない「新たな方向性」や「ユーザーのペインポイ
ント解消を主軸」にした価値作りを突破する必要性

•そこで今回は動画をたくさんシェアし、リフレーミングとユー
ザーの価値観の変化を促すインプットに活用していただきたい



自動運転の大原則 ① ユーザーの価値観

•ユーザーの価値観の変化は事前にいくら聞いても、変化後の
価値観は出てこない

•櫛田がシリコンバレーで学んだスマートフォン・ディスラプ
ションの苦い経験

•自動運転を体験する前の価値観では体験後の価値観は分から
ない

•「エビデンス」や「ユーザーデータ」が必要な判断の場合、
事前の価値観では分からない



自動運転の大原則 ② フレーミング
•新しいものを理解しようとする時に、既存企業として（無
意識にも）今までの慣れたフレーミングで捉えて評価軸を
設定すると、ディスラプションは見えない

•既存企業のフレームで、すぐに現在のコスト構造を見て「
もうそろそろ厳しいだろう」「採算合わないだろう」と、
片付けてしまう

•会社の歴史が長いので長期タイムスパンで物事を見れるはず
の日本企業は実は結構短期間しか見えない

• その本質は、「部分最適化」が得意な「利き腕」事業の強さ



自動運転の大原則 ③ ストーリー
•どのフレーミングを使って自動運転を理解するのかは、
「ストーリー」も大きく関係している

•「信頼性が100％じゃないと世に出せない」というストー
リーか、「人間よりも安全」「こちらの方が人命尊重」「
お年寄りに残酷な社会の是正」「地方創生」「地域経済の
活性化」

•日本にもストーリーを変える余地がいくらでもある



自動運転周りの大原則 ④「脱・技術フレーミング」

•「自動運転レベル」の幻想

•「本当に役立つレベル２」vs 「ほとんど使えるところが無いレ
ベル４」

• 「レベル2を目指すよりもレベル４を目指すべきか？

• ADAS （Advanced Drive Assisted System)というフレーミング
の危険性。。。



自動運転周りの大原則 ⑤ ユーザーのペインポイン
ト解消

•注目すべき軸は常に「ユーザーにとってどんなペインポイン
トを解消できるか」

• B to Bも、B to Cによって影響され、巨大市場の自動車産業は国と
して大きな影響、さまざまな産業に大きな影響

•例えば、母親（79歳）だけ運転できる櫛田の実家（東京の郊
外）では父親（81歳、認知症発症で免許返納組）ではこれま
でずっと日本車を乗っているが、もし中国メーカーのみが車
庫入れからスーパーまでの往復が自動運転で（あるいはほと
んど自動で）できるようになったらユーザーのペインポイン
ト解消が大きいのでそちらに移行する可能性が高い。（テス
ラはまだ大きすぎる）



自動運転周りの大原則 ⑥ シリコンバレーのエコシス
テムの力学を理解する必要

•数多くの倒産したり、解散した自動運転スタートアップを
指し「やはりできない」と片付けてしまう間違い

•自動運転スタートアップは数多く淘汰されてきた。その度
にアメリカメディア（非シリコンバレー）では自動運転に
対して懐疑的な記事が。。。しかし、これは本質

存命 設立
日

買収済み 廃止 廃止年

Waymo 2009 Cruise Argo AI 2022

Zoox 2014 Voyage Drive.ai 2019

Nuro 2016 Deepmap Peleton 

Technology

2021

Aurora 

Innovation

2017 Otto Starsky 

Robotics

2020



自動運転周りの大原則 ⑦ アメリカの政治経済にお
ける複数の経済モデルを理解
•自動運転の飛躍的な伸びは、狙い澄ました「産業政策」に
よるものではない

•むしろ複数のアメリカ国内での規制環境、競争による数多
くの倒産したり、解散した自動運転スタートアップを指し
「やはりできない」と片付けてしまう間違い

• Uberが2016年、乱暴に始めた自動運転タクシーがカリフォ
ルニアから追いやられ、アリゾナ州へ

• 2018年、カリフォルニアで新たな自動運転テスト規制を認
可、運用

• 2020年、カリフォルニアで商用無人運転の認可が降りた



自動運転周りの大原則 ⑧異なるスケール方法の戦
国時代

•本気で価値の作り方を検証、複数の普及モデルの戦国時代突入

•何がプラットフォームになり、何をコモディティー化させるのか



自動運転とシリコンバレーエコシステム
• シリコンバレーエコシステム：

複数のコンポーネントが補完関係、好循環スパイラル

• ベンチャーキャピタル

• 人材の流動性

• 産官学連携

• 政府の役割

• 産業構造（大企業とスタート

アップの補完関係）

• サポート・エコシステム
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国防総省のコンテストがきっかけ
• 2004年、DARPA Grand Challenge

• 2004年にMojave砂漠で自律運転のコンテスト
賞金$1 million、１５０マイルのルート
• 参加者１５チームは CalTech, UC Berkeley, 

Carnegie Mellon, Stanfordに加え、民間企業の研究所、
そしてPalos Verdes High Schoolまでも



国防総省のコンテストがきっかけ
• 2004年、DARPA Grand Challenge

•全敗、誰も完走せず
•最優秀は７.３マイルのCarnegie Mellon Univ

•誰も賞金を手にしなかった。



国防総省のコンテストがきっかけ
•翌年の2005年、DARPA Grand Challenge

• 2年目にして参加者たちのパフォーマンスが伸びた

• 優勝はスタンフォード。でも前年はカーネギーメロンにいたSebastian 

Thrunがスタンフォードに移っていた

• そこから ThrunはGoogleにヘッドハントされてWaymo立ち上げへ

•  Thrunの弟子たち、Grand Challengeの参加者たちはその後、自動運
転の中心人物たちに

• そしてNeural Network機械学習の革命が2012年以降から
• VCの関心を引き、一気に大量のスタートアップへ



自動運転の基本とフレーミング
• 無人自動運転 （Waymo）

• 有人自動運転（Tesla）

• あえて「レベル２、４」と言わない

• ADAS（Advanced Driver Assistance System)とも言わない

• SDV (Software defined vehicle)とも言わない

• 「コネクテッド・カー」CASE (Connected, Autonomous, Sel—Driving, Electric) 

なども言わない

• なぜなら、フレーミングが提供者側になりがちで、フォーカスはユーザー中心
にすべきだから



自動運転の基本とフレーミング

• 自動車業界だけの話ではない：既存の業界や事業者間で流行っている言葉
では固定のフレーミングにはまり、ディスラプションが見えづらくなるか
ら

• ユーザーの価値観の変化で行動が変わり、それによってディスラプトされ
る産業

• 普及のメカニズムへの仮説について本気で注力するべき

• 例えば、「今のWaymoの車両の原価価格」で無人自動運転サービスを分析
することは熟成業界の車両提供側の考え方で、ディスラプションを見逃し
やすい



自動運転の基本とフレーミング
• WaymoはGoogleの子会社、シリコンバレーの力学を理解しなくてはいけない

• GoogleがYoutubeを買収したのが2006年、$1.65 billion （当時のYoutubeは従業
員65人、創業1年半

• 著作権的には無法地帯、でもユーザーから大好評
• Googleは自社開発のGoogle Video、でもアップロード審査を人力で行い、2週
間ほどかけていた

•しかし、4、5年後の2010頃から黒字化

•2025年には $60 billionの利益 （Netflix以上）
•しかも本業に役立つ膨大なユーザーデータ、生成AIに重要なコンテンツ
•Waymoの現在の車両の原価を見てビジネスとしての分析をするフレーミングは
あってると思いますか？



ストーリーとフレーミング

•フレーミングは
•何が大事で何が大事ではないのか、というフィルター

•何が何を起こすのかという「因果関係のモデル」

•ストーリーとは
•不特定多数の人が同じフレーミングを共有するための物語

•例えば、貴社の会社のストーリーは何ですか？（どこかで
経営の危機となって大きく事業形態を変えたとか、素晴ら
しい発明で勝ち組になったとか。。。）



ストーリーとフレーミング

• 多くの人に「日本での自動運転は？」と聞くと、こんな答えが来る
• 「日本では100%の信頼性がないと受け入れられない

• 規制や行政が邪魔して実用化までは遠い

• なぜ日本がダメなのか、という大きなストーリーの一部としてのフレーミン
グで語られることが多い

• なぜこんなストーリーとフレーミングになるのか？

• 失われたウン10年？円安で世界的に見ても安い（物価、賃金）

• ライドシェアの惨敗を招いた政治力学？

• 一方、海外からくる来日観光客は新幹線に感動、（「通過」の体験
も感動」

• じゃあ、どんなストーリーとフレーミングを作るべきなのか？



ストーリーとフレーミングが一気に変わる動画

•長らく自動運転周りを押さえてきた櫛田も驚きの進化

•これは体験するのがベストですが、その次に良いのが拡散可能
な動画

•まずは動画をお見せしてから、ユーザーとしてどのような（想
定内と想定外）の価値観の変化を経験したのかを解説します

•皆様のトップ層、味方につけたい社内の方はどんな口実でも良
いのでシリコンバレーで自動運転を体験させてください！（櫛
田も力添えします！）

•体験によって意識が変わらなかった人にはまだ会ってません



百聞は一見にしかず（動画版）
•まずは一瞬おさらい

•これまでの高速道路で安定した走り（早送り４倍速）





Tesla、驚きの学習
•元々の駐車場に戻るとナビに入れたら、何も指定せずにどこに

戻ったか？



まず、日本に伝えるべき自動運転の現実
• Teslaのレベルアップ：いつの間にか普通チャージャーも認識、

頻繁に行くスポットがディフォルトで行き先に！





Tesla、驚きの学習
•そう、Teslaのスーパーチャージャーではない、オフィスが設置

しているけれども櫛田が出勤するたびに使うゆっくりチャージ

ャーのChargepoint充電器へ！

•いつの間にか普通チャージャーも認識、頻繁に行くスポットが

ディフォルトで行き先に！



日本に伝えるべき自動運転の現実
•いつの間にかここまでレベルアップ：

•少し入り組んだ駐車場のパーキングスポットにピタッと駐車

•しかも途中で（結構危険な）死角への対応





日本に伝えるべき自動運転の現実
•もっと入り組んでいて、車も複雑な動きをする駐車場でもパー

キングスポットにピタッと駐車





まず、日本に伝えるべき自動運転の現実
• Teslaの進化：縦列駐車が通常ユーザー（櫛田）を軽々凌駕





まず、日本に伝えるべき自動運転の現実
• Teslaの進化：行き先のドライブウエイにも駐車可能！

•しかもこの家の住民の大きなペインポイント、「大きな高低差

」も上手に対応





まとめ：最近のTeslaの進化
•定期的にハンドルに触れなくても注意されない

• これまでは数十秒か1、２分に一度は軽く手を触れなくてはいけなかっ

た。。。画面、そして音声のウォーニングが出て、無視するとオート

パイロットが外れた

• しかし、今は道路を見ていればずっと手放しでOK

• しかも、前方を見ていなくても注意されない時間がかなり伸びた



有人自動運転が解消するユーザーのペインポイント

•運転が疲れない（ドライバー）

•運転がスムーズ（乗っている人）

•渋滞でもイライラしない

•スイスイとノロノロの最もフラストレーションが溜まる混み具

合も禅マスターのように落ち着いて

•フレーミングは「運転」から「監督」へ

•でも運転したい時はいつでもサクッと自分でできる

•人間の反応では追いつかないかもしれない局面も対応する可能

性が高い



自動運転のストーリー
•これを避けられる自信はありますか？（Telsaより）



事前には気づかなかった細かいペインポイント解消

•音楽や空調、その他の車内環境をコントロールする操作は絶対

FSD使っていた方が安全、という感覚

•ちょっと水を飲む時など、片手運転や水筒の蓋を取る動作を行

っている時は安心

•大きなくしゃみをして一瞬目をつぶる時 （特に連続くしゃみ）

•会話をしていてジェスチャーが大きくなってしまう時

•ハンズフリーでも電話で話す場合、どう考えても運転の方への

集中力がどう考えても100%じゃないので、絶対にFSDの方が

安全、という感覚



有人自動運転が解消するペインポイント
•新しい価値観：行き先を知らない時ほど自動運転を活用







有人自動運転が解消するペインポイント
•こういう時に重宝：

• 疲れている時

• とっても疲れている時

• これはまずいんじゃないか、というぐらい疲れている時

• 運転したくない時（例えば時差ボケ）

•信じられいないような櫛田の

隣人の体験談（軽度の心臓発作）

•もっと極端な例も



自動運転で人命が助かったストーリー
• Critical Thinking: SNSなのでもちろん、本当とは限らない。しか

し、使ってみてわかるのが、技術的には全然可能な領域

• 早朝に電話を受けて息子はすでにユーザー登録されていたので、アプリで遠

方から行き先を変更。運転できなくなった父親はFSDに連れられて病院へ



ここから無人自動運転
•これまでいくつものWaymo動画を紹介してきました

• https://www.kenjikushida.org/selfdriving

• → 「動画：自動運転のリアル」にアップ

https://www.kenjikushida.org/selfdriving
https://www.kenjikushida.org/selfdriving


Waymoおさらい
•  混沌とした街中でもスムーズな定発車





Waymoおさらい
•アパートの駐車場で何度も切り返し





Waymoおさらい
•長い信号待ちでもストレスを感じない





Waymoおさらい
•歩行者がいるところを左折





Waymoおさらい
•お約束のシーン、トラックと鉢合わせ





Waymoおさらい
•難しい分岐点と見通しが悪い道路の合流



そしてWaymoが高速道路は



そしてついにWaymoが高速道路へ！



そしてWaymoが高速道路は



そしてついにWaymoが高速道路へ！
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そしてついにWaymoが高速道路へ！



そしてWaymoが高速道路は



そしてWaymoがついにサンフランシスコ空港へ
•現在はまだターミナルではなく、レンタカーセンターまで来る

•しかし、レンタカーセンターはとても行きやすい



Waymoがついにサンフランシスコ空港へ
•無料モノレールチックなAirTrainで10分未満

•（実は国内線からライドシェアの場所は駐車場の屋上なので手

間としてはあまり変わらない）



Waymoがついにサンフランシスコ空港へ
•レンタカーターミナル到着



Waymoがついにサンフランシスコ空港へ
•レンタカー・ターミナル到着



Waymoがついにサンフランシスコ空港へ



Waymoがついにサンフランシスコ空港へ



Waymoがついにサンフランシスコ空港へ



Waymoがついにサンフランシスコ空港へ



Waymoがついにサンフランシスコ空港へ



Waymoがついにサンフランシスコ空港へ



ちなみに去年まで鉄道はこれでした！



Waymoが解決するユーザーのペインポイント
• 「個室空間」というユーザーの圧倒的な負担の軽減

• タクシーもライドシェアも、「赤の他人と同じ空間」

• どんなに無意識にもストレスがかかっていたのかは、解放されてから

初めて分かる

• 「この人の運転で私が重大事故に巻き込まれるリスク」は実は常に頭

の中にある場合が多いと気付く

• 男女差、（櫛田は「女性は。。。」というのは基本的に好きではない

が、これは強いパターンなので例外）女性にとってストレスからの解

放は男性からは想像しにくいレベルの開放感

• 夜、「ドライバーはウトウトしていないだろうか？」「この人は危険

人物だろうか？」「今、愛想よく会話したくない。。。」など



個室空間、無人自動運転のペイポイント解消
•疲れていたら会話しなくても良い（例えば空港から）

•モバイルオフィス状態で電話もできる

•先日、チームミーティングの移動会議室として使用。ドライバ

ーを気にしないとどれほど楽なのか。（ちょっと声をかけてあ

げるべき？でもたくさん話されたらどうしよう、など）

•重要な会話は聞かれたくないことも



個室空間、無人自動運転
•余談、一番右の車線だけではない、ラッシュ時の高速道路



個室空間、無人自動運転
•余談、一番右の車線だけではない、ラッシュ時の高速道路



個室空間、無人自動運転
•余談、一番右の車線だけではない、ラッシュ時の高速道路



Waymoの進化、ついに高速道路へ！
•こんなペインポイントの解消も



テスラのロボタクシー
• 2025年7月30日にスタート

• テスラのアプリから直接呼べる



テスラRobotaxi、衝撃的な体験



テスラRobotaxi、衝撃的な体験
•テスラの有人自動運転Robotaxi

•最も衝撃だったのは「あまりにも普通」

•どういう意味かというと、自分のテスラのFSDと動きが全く

一緒にしか思えない

•ということは、一般のテスラはもうRobotaxi並みにできている

• 2020年以降、世界での販売台数は約700万台

• つまり、自動運転可能な車体が７００万台ほどすでに出回っている

• ここからは規制の話



スケールのメカニズムを本気で仮説
• テスラレベルの無人運転が合法になるとどうなるか？

• 無人の車が迎えに来てくれる（駐車場が足りない都会、駐車場が有料の

ところ、など）

• 車を使っていない時間、車を有効活用

• 現在の現実路線：荷物を入れてもらって行き先に運ぶ

• あと一歩のところ：充電してくれる（充電設備がワイヤレスならすぐに

でも可能。既存のところだとプラグを誰が差すのか）

• 近未来：自分が使わないときはロボタクシーとして稼いでくれる

• 稼いでくれるとなったら車は「稼ぎを産む資産」

• そしてピークプライスだけを狙って稼働させた場合は社会規模で移動が楽に？



スケールのメカニズムを本気で仮説
• 「ほとんどの時間は価値が下がるだけの資産」から「アクティブに
未使用の時間は稼いでくれる資産」となれば、ユーザーの購買イン
センティブが変わる

• 自動運転推進じゃなくても「家庭財政的にグッドチョイス」なら購
入する人の増加

• そして自動運転とEVの相性が非常に良い
• したがって、EV普及が加速する可能性

• ディスラプションの力学ではお馴染み、（恐怖の）現在のスペック
とは大きく異なるペインポイントを解消するのでユーザーのフレー
ミングが変わる



スケールのメカニズムを本気で仮説
• Cybercabは、ロボタクシー専用にゼロから開発

•驚くほど簡素化された設計素法とパーツの少なさ

•極限まで電費を考慮（前後のタイヤの大きさと幅が異なる）

•マスク：個人所有の構想

• つまり、こちらもTeslaがロボタクシーオペレーターになるのではなく、

個人が購入してそれぞれオペレーターになり、Cybercabは量産し

て売るだけ、の構想



Nvidiaとプラットフォーム戦略

• 様々な分野に入っていくGPUとNvidiaのプラットフォーム
• Jensen HuangのSpeed of LightとFirst Principlesで本気になると
• 打つ手がない既存メーカーはどうなるか



Zoox、AmazonとUber

Motional + Lyft





誰のペインポイントをどのくらい解消？



すでにテスラはこんなに見えている （自動運転ではないが）

誰のペインポイントをどのくらい解消？



さあ、近未来ではなくて実現している自動運転
文明の転換点？
ディスラプション？

ガラパゴス化の恐怖と日本の課題解決
のポテンシャル

本日の動画は
https://www.kenjikushida.org/selfdriving

に掲載してます

https://www.kenjikushida.org/selfdriving
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